
日中友好青島柔道館開設調印式
2006年11月11日(土) 15：30~

第6回 中国青島国際柔道大会の開催中、外務省「草の根支援」で、日中友好青島柔道場

の開設に向け、外務省と青島市体育協会の間で調印式が行なわれました。
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中国青島 外務省草の根無償による柔道場改修予定地を視察しました。
青島の西部に位置するスポーツ施設の中にあり、大変恵まれた環境の中
にありました。回りには小学校、中学校もたくさんあり、子どもたちの交流
もできそうです。 2006年11月10日（金） 14：00～

セミナー室 （日本文化の交流もできます）

外観

入口
体育館

ここを改装し畳をひきます

素晴らしいスポーツ環境の中にある体育館

上から見たところ 400平米あります

青島体育協会副会長彭 一念が案内してくれました

セミナー室に行く階段



中 国 青 島 日 本 人 会 講 演 会
2006年11月9日（木）16:00～18:00

クラウンホテルにて

演 題：『中国と柔道を通した交流』

出席者：青島日本人会会員50名

青島海洋大学日本語学科生徒 約50名

中国青島に外務省の『草の根無償』の援助を受けて
市内に柔道場の建設申請が受理され、その調印式が青
島国際柔道大会の際に行われることになった。今回の
講演会は青島日本人会の方々からの要望にお答えする
ことで開催された。

講演は今日までの山下の柔道を通した国際交流活動
のことから始まり、どうして青島に柔道場を建設する
にいたったか、その理由と経緯の説明があった。

来年の秋には柔道場が開設されるが、それからがス
タートであり、日本人会の方々のご理解と、ご協力な
しではこの柔道場の運営が難しい旨、参加者の理解を
募った。

海洋大学日本語学科の学生から、流暢な日本語でいく
つか質問があり、山下は丁寧にかつ興味深く答えてい
た。
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